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☑ 虐待防止について「知る」

放課後等デイサービスひかり R2.5.21

虐待防止研修

右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。

☐ 虐待防止の「体制をつくる」

☐ 虐待防止に「とりくむ」



法律による取り扱い





・予防はしていましたか？

・起きてしまった後、

どのような対応をしましたか？

虐待とは？

虐待や事故は起きるもの！

万が一起きてしまったら！

これができていないと重い処罰！

場合によっては事業取り消し！







虐待とは？





・親が虐待と言えば虐待になる

・見ていた一般の人が虐待と言えば

虐待になる

虐待とは？

虐待は当事者意識に関係なし！

※ つまり、通報者の意識が最優先される

通報されたら、即アウト！



通報義務







身体拘束



【身体拘束：３要件】虐待を防止するには？

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく
障がい福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準の第二十八条（身体拘束等の禁止）

『１.量要介護事業者は、療養介護の提供に当たっては、利用者又は他の利用者の生命または身体
を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為
（以下「身体拘束等」という。）を行ってはならない。』

『２.療養介護事業者は、やむを得ず身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利
用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由その他必要な事項を記録しなければならない。』

切迫性

非代替性 一時性

支援者の力量の差によってリス

ク率が変わるのが『非代替性』

他の方法の技術の引き出し



【身体拘束：手続き】虐待を防止するには？

① 組織による決定と個別支援計画への記載
管理者、児童発達支援管理責任者、虐待防止に関する責任者等、支援方針
について権限をもつ職員が出席していることが重要。また、会議によって、
身体拘束の原因となる状況の分析を徹底的に行い、身体拘束の解消に向けた
取り組み方針や目標の時期等を決定。

→「繰り返すことは許されない」という意識を。

② 本人と家族への十分な説明
利用児童本人や家族に十分説明をし、了解を得ることが必要。

③ 必要な事項の記録
必要な記録が為されていない場合は、運営基準違反に問われる場合がある。


